








































Curriculum design of comprehensive learning time for 





































































































































学習活動 S A B C 
多様な情報を読
み取り，多面的に
考えることができ
る。
（批判的思考力）
複数の情報を比
較したり関連付け
たりして，多面的
な視点で捉え，他
者の考えを通し
て，明確な根拠を
もって自分の考え
を表現することが
できている。
複数の情報を比
較したり関連付け
たりして，多面的
な視点で捉え，明
確な根拠をもって
自分の考えを表現
することができて
いる。
複数の情報を多
面的な視点でおお
よそ捉え，明確な
根拠をもって自分
の考えを表現する
ことができてい
る。
複数の情報を多
面的な視点で捉え
ることができてい
ない。
「批判的思考力」 多様な情報を読み取り，多面的に考えることができる児童
社会に向けた私たちからの提言　～批判的思考力を働かせ今後の社会について情報を比較し考える～
社会を変える私たちから
の提言 ～情報を比較し，
明確な根拠を基に，考えを
発信しよう～
国語：白神山地からの提言
（10月）
国：「要約伝言ゲームをしよう」（ 月）
自分と友達の考えの共通点と相違点に気を
付けて，話の内容を要約し，整理して話す。
国：「情報ノート」（通年）
新聞記事を読み，記事に対する自分の考
えをもち，友達の考えと比較しながら，自分
の生活と関わらせる。
国：「意見こうかん会をしよう」（ 月）
自分の立場を明確にして，互いの立場の
意図や根拠をはっきりさせることで，考えを
広げる。
道：国やきょう土を愛する（9月）
自分自身も国の一員であることを自覚し，
よりよい国にするための考えをもつ。
社：わたしたちの生活と環境（11～ 12月）
国土の保全のための森林資源の働きを
理解し，環境保全や自然災害の防止に関
心をもつ。
道：支え合いや助け合いに感謝（10月）
周りに対する感謝や尊敬の念をもつこと
の大切さに気付き，自分の行動を見つめ
直す。
理：天気と情報（ ・10月）
新聞やインターネットから気象情報を集
め，天気と情報とを関係付けて考える。
社：情報化した社会とわたしたちの生活（7月）
複数の資料を関連付けて読み取り，問題に対
する解決方法を考える。
総：「オリンピックについて考えよう」（9月～
11月）
オリンピック開催の資料や教材を読み，
そこから理念や問題点などを明らかにし，
自分の考えをもつ。
算：面積（10～ 11月）
考え方の根拠を明確にしながら，分かりやす
く説明する。
多様な資料について，比較したり関連付けたりして読み取り，多面的な視点で話し合うことを通して，よりよい考えを創り出すことができ
る。そして，さらなる課題に対して，意欲的に追究していくことができる。
総：「オリンピックについての考えを発信しよう」（ 月）
オリンピックに対する自分の考えを，根拠を基に意見文に書く。
　ここでいう「批判的思考力」とは，相手を非難するという意味ではなく，種々の情
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報に対して，その正しさを根拠に基づき，客観的，論理的に評価したり，他の見方や
考え方はないだろうかなどと多様な視点から考えたりする力のことであると定義され
ている。上記の単元構成は，この「批判的思考力」を育成するために，中心教材とし
て，国語科「世界遺産白神山地からの提言」を取り上げたものである。教材文と，文
中の立場の違う資料を活用して「自然を守るには，人が立ち入ることを認めながら守
るか，立ち入ることを禁止して守るか」という課題について話し合わせることを求め
ている。多様な情報を比較し，情報と情報とを関連付けながら根拠を明確にしていく
ことは，「批判的思考力」を培わせるという点でふさわしい教材である。そして，本教
材で培った「批判的思考力」を，「社会に向けた私たちからの提言」に活用していく。
　また，批判的思考力を育成できると思われる教科等の学習の際に，必ず資質・能力
や態度を意識できるようにする。例えば，道徳の話し合いにおいても，自分の経験や
考えだけでなく多様な視点で捉えるようにしたり，理科や算数の学習においても，必
ず根拠に基づいて発言したりするようにする。さらに，社会科の「情報化した社会と
わたしたちの生活（７月）」の学習では，複数の資料を関連付けて読み取り，問題に
対する解決方法を考えることができるようにする。このように，どの教科の時間や学
習においても，どのような資質・能力を育むために今学習しているのだという意識付
けが大切である。そして，総合的な学習の時間における探究的な課題においては，
「オリンピックについて考えよう」と設定し，継続してオリンピック開催の資料や教
材を読み，そこから理念や問題点などを明らかにし，自分の考えをもつ。そしてオリ
ンピック開催に向けて，自分たちにできることは何かを考えていく。さらに，オリン
ピックの理念を学ぶために，新たな教材や資料を活用して，児童一人一人とオリン
ピックとの関わりについて考えていく。最後に，「オリンピックについての考えを発
信しよう」（１月）という探究的な課題で，オリンピックに対する自分の考えを，根
拠を基に意見文に書いて表現させる。
　これらの学習を通して，多様な情報の中から自分の考えの根拠となる情報を比較し
たり関連付けたりすることで，自分の考えに説得力をもたせるとともに，考えを広げ
たり深めたりする「批判的思考力」を育成することができると考え，カリキュラムを
設計した。
４．汎用的な資質・能力をどう評価するか
　従来，「総合的な学習の時間」における評価では，学習の目的及び内容が，児童・
生徒の実態，地域の実態，現代社会の教育課題等を踏まえたものであることからも，
汎用的な資質・能力（コンピテンシー）に通じる評価規準を設定する取り組みが必然
的になされてきた。また，新学習指導要領（2017）に基づく教育では，子ども達が
「何を知っているか」「何が出来るか」だけでなく，「知っていること・出来ることを
どのように使うか」「どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか」が問
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われるが，教科等で培った汎用的な資質・能力（コンピテンシー）を現実的な問題状
況で発揮する「総合的な学習の時間」は，資質・能力の育成および評価におけるもっ
とも重要な機会であると言える。しかし，これまでに行われてきた「総合的な学習の
時間」における実践の多くは，児童・生徒の実態，地域の実態をはじめとした，学校
ごとの特色を反映させた実践である傾向が強く現代社会の教育課題の視点から児童・
生徒に求められる資質・能力の育成およびその評価を目指した実践は十分に行われて
いるとは言えない。
　そこで，総合的な学習の時間の単元を構想する際には，活動主義に陥らないよう，
先に示した学校教育で育成可能な７つの汎用的スキル『「問題発見・解決力」「協働・
強調する力」「伝える力」「批判的思考力」「先を見通す力」「感性，論理に関する表
現，創造の力」「メタ認知力」』を想定することが大切であると考える。そのために，
まず，育成すべき資質・能力の側面から教科を横断してカリキュラム・マネジメント
をするべきであると考える。次に，大単元の目標をこれまでのある活動や行動がどこ
までできたかどうかではなく，資質・能力の面から，その単元における目標に応じ
て，具体的に子どもの様子を想定して，ルーブリックを作成し，単元の終末には，
ゴールを示すパフォーマンスを目標に入れる。そうすることで，設定した学習環境が
子どもの学びにどのように機能したかということを資質・能力の面から評価できるの
ではないかと考える。
　例えば，先の実践例のような「批判的思考力」のみでなく，「問題発見・解決力」
「伝える力」の資質・能力の向上を目指してマネジメントした単元においても，教科
を横断し，総合的な学習の時間において探究したことをまとめ，発信するという単元
を構想することが望ましいのではないかと考える。
　評価の観点についても，例えば，「批判的思考力」の場合，「文章や表，グラフの情
報から自分の考えをもてたか」「自分の考えを根拠を基に正しいかどうか判断してい
るか」「他の情報や友達の考えから，他の見方や考えはないか考えることができたか」
「自分の考えの正当性や他の考え方との違いを明確に主張できたか」などが考えられ
る。このように，観点に応じてルーブリックを作成して，具体的に評価することによ
り，指導の在り方にも一定の提案ができるのではないかと考えられる。また，メタ的
な評価については，どうしても自己評価によることが多いため，でき得る限り，自分
の学びを客観的に振り返ることのできるワークシートを工夫することが大切になって
くると考える。
５．今後の課題
　コンテンツ・ベースからコンピテンシーベースへの授業改善が問われている。現場
においても教科書中心の授業からなかなか抜け出せないでいるのが現状である。教科
書の内容を教えることは，すなわち，資質・能力を育成することにつながるのであろ
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うが，それを教師も子どももともに意識化できないと表層的な知識・理解の授業で終
わってしまう可能性もある。先の実践においても，国語の教科書教材で学ぶことは何
かを明確にすることが資質・能力の育成につながると考える。教科書においてどんな
力を育成するのか，その力をどのように発揮させるかが重要である。そのためにも，
学んだ事柄を，主体性をもって探究的に学ぶことができる総合的な学習の時間のカリ
キュラム設計が必要不可欠であると考える。
　今後は，情意や態度にかかわる資質・能力についても，８つの態度・価値『「愛す
る心」「他者に関する受容・共感・敬意」「協力し合う心」「よりよい社会への意識」
「好奇心・探究心」「正しくあろうとする心」「困難を乗り越える力」「向上心」』や主
体的な学習に関わる力（レジリエンス，グリッド，自己調整力など）の非認知能力，
「学びに向かう力」の評価をどのように実施していくのかということが課題であると
考える。
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